
令和３年度 学校経営計画書 

学校番号 ２８ 学 校 名 静岡県立富士宮北高等学校 校 長 名 中村 真二 

１ 目指す学校像 

 (1) 教育目標 

   校訓「覇気・信念・明朗」のもと、「文武両道」の精神で勉学と諸活動に励む以下の生徒を育成する。 

ア 心身ともに健全で活力と情操に富み、ひたむきに努力する生徒 

イ 主体的に探究し学び続けることで、進路実現を図る生徒 

ウ 自立し、責任をもって社会に貢献しようとする生徒 

上記の生徒を育成するために教育環境を充実させて、より地域から親しまれ信頼される学校を目指す。 
 

(2) 目標具現化の柱      

ア 規律・礼節、規範・帰属意識を醸成し、主体的で健全な生活態度を育成する。 

イ 自ら学ぶ態度・確かな学力を培い、思考力・表現力、探究意欲を醸成する。 

ウ 学んだ知識や技能を実際に活用した実践的商業教育を推進する。 

エ 自己理解・目的意識を高める系統的な指導を通して、個に応じた進路実現を支援する。 

オ 多様な活動への参加を通して、自己有用感、豊かな人間性、共生意識及び社会的資質・能力を育成する。 

カ 外部諸機関・地域との連携や積極的な広報活動を通して、開かれた学校づくりを推進する。 

キ 職員の専門性・資質の向上、適正な服務、適切な教育環境の整備を図り、安全で信頼される学校づくりを

推進する。 

ク 教職員の多忙化解消に向け、「業務改善」に取り組む。 
 

２ 本年度の取組（重点目標はゴシックで記載） 
 取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 担当部署 

ア 

 

 

 

規律・礼節、

規範・帰属

意識を醸成

し、主体的

で健全な生

活態度を育

成する。 

 

・組織的な頭髪･服装指導 

・挨拶･声掛けの励行 

・集会や行事を通した規範・帰

属意識の醸成 

・交通安全の啓発 

・情報モラル教育の実施 

・「服装・頭髪指導がしっかりしている」「マナー

がよい」保護者評価が各 90％以上 

・登校指導 40日、昼巡視 20日を通して挨拶、声

掛けの励行 

・交通事故 10件以内 

・交通安全教室４月に実施 

・ケイタイマナー教室１回実施 

 

 

 

生徒課 

・校内連携、生徒情報の共有 

・教育相談の機能性の向上 

・特別支援教育の推進 

・「教職員は、悩みなどの相談にのってくれる」生

徒評価 90％以上 

・特別支援が必要な生徒への適切な配慮と支援の

実施 

 

保健課 

 

・校訓の精神を理解・体現 
・行事（創立記念行事・式典等）を通じた校

訓・校歌の理解・浸透 

総務課 

イ 

 

 

自ら学ぶ態

度・確かな

学力を定着

させ、思考

力・表現力、

探究意欲を

醸成する。 

・授業内容が分かり理解でき学

力が付く授業の推進 
・自らの考えを表現させる場面の創出 

・家庭学習時間の充実 

・「分かりやすく学力が付く授業」85％以上 

・「自らの考えを表現できる生徒」60％以上 

・一日平均普通科 90分以上、商業科 60分以上 

 

教務情

報課 

・主体的対話的で深い学びの実

現に向けた授業の積極的導入 

・授業公開/見学の励行 

・「主体的対話的で深い学びの実現に結び付く授

業改善に取り組んでいる」職員評価 90％以上 

・授業公開週間を年２回以上実施 
・生徒による授業改善のためのアンケート実施 

 

図書研

修課 

・「総合的な探究の時間」におけ

る探究プロセスの構築と実施 

・実践校の事例研究と職員研修 

・防災教育に関する探究プロセスの実施 

・新課程での週時程実施に向けた内容の決定 

・実践校への視察および検討委員会５回以上を実

施し、職員会議報告 

総合的な

探究の時

間検討委

員会 

ウ 

学んだ知識

や技能を実

際に活用し

た実践的商

業教育を推

進する。 

・対外的な商業活動への積極的参加・運

営 

・課題研究の発表会の実施 

・系統的な検定/資格指導 

・ＩＣＴを活用した実践的授業等の展開 

・対外的な商業活動 20 名以上 

・３年の課題研究発表会の実施 

・商業科２級以上取得 95％以上、１級３種目以上取得

30％以上 

・「授業等で実践的な取組ができた」と答える生徒 70％以上 

 

 

商業科 

 

 

 
・地域連携･外部人材活用による商

業的活動の実施 

・外部人材による講演会の実施 

・商業科体験入学会の実施 

  



 取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 担当部署 

 

 

 

 

エ 

 

 

 

 

 

自己理解・

目的意識を

高め、系統

的な指導を

通して個に

応じた進路

実現を支援

する。 

 

・入学試験合格のための実力の

伸長 

・個別指導の機能向上・組織化 

・進路選択のための的確な進路

の情報収集と提供 

・校外模試偏差値 50 以上が１・２年で 20 人以

上、３年で 10人以上 

・「北高は生徒一人一人に応じて、計画的な進路

指導が行われている。」生徒肯定評価 90%以上、

保護者肯定評価 80%以上 

・「進路決定先満足度」３年生肯定評価 95%以上 

 

 

 

 

 

進路課 

 

 

 

 

・クラッシーを利用した、ポー

トフォリオ作成 

 

・生徒の進路意識を向上させるため、学期に２

回以上自らの行動を記録させ、学期に１回程

度内容を振り返ることで、その後の行動が主

体的で意識的になること 

・新しい入試に対する積極的な

情報収集 

・新しい入試に対する情報を収集し、その結果

を生徒に伝える機会を学期１回程度持つこと

で、生徒と教員の情報共有ができること 

オ 

 

 

多様な活動

への参加を

通して、自

己有用感・

達成感、豊

か な 人 間

性、共生意

識、社会的

資質・能力

を 育 成 す

る。 

・充実した部活動による人間性

の涵養 
・「一人一役｣ボランティアの推進 

・社会貢献活動の参加促進 

・「充実した部活動により人間性が高められた」

と答える生徒 85％以上 

・ボランティア活動に参加 50％以上 
・生徒会を中心としたボランティアの参加４回以上 

 

 

生徒課 

 

・読書活動の推進 
・朝読書を時間通り始めているクラス 100％ 
・奨励図書の生徒公募、ビブリオバトル活動の継続 

・図書貸出各クラス 100冊以上 

 

図書研

修課 

・美化/清掃活動の推進 
・「学校は清掃や整頓がきちんと行われていてキ

レイである」職員評価 70％以上 

保健課 

・共生・共育の充実 
・分校との交流 30回以上（うち生徒会・委員

会・部等での共同活動 25回以上） 
共生 ･共

育委員会 

カ 

 

外 部 諸 機

関・地域と

の連携や積

極的な広報

活動を通し

て、開かれ

た学校づく

りを推進す

る。 

・校内防災体制の点検･整備 

・地域防災組織との連携 

・教職員向け校内研修２回以上 

・生徒の地域防災参加 60％以上 

総務課 

 

・一日体験入学･学校公開等の

改善 

・一日体験入学アンケート、満足度 70％以上 

・新しい生活様式に適した体験入学および公開

授業の実施 

 

教務情

報課 

・学校説明会等の効果的実施 
・効果的な広報資料の作成と中学校訪問年５回

実施による志願者の確保 

管理職 

・学校ＨＰ等の効果的運用 

・外郭団体と連携した生徒支援の

計画･実施 

・月２回以上のホームページの更新 

・ＰＴＡ、学校後援会及び同窓会との連携強化 

 

総務課 

キ 

 

 

職員の専門

性・資質の

向上、適正

な服務、適

切な教育環

境の整備を

図り、安全

で信頼され

る学校づく

りを推進す

る。 

・効果的な校内研修の実施 

・実践事例に関する研究 

・校内研修参加 95％以上、満足度 80％以上 

・事例研究、グループ研修を年３回以上実施 

・校外研修の報告することで情報共有 

図書研

修課 

・不祥事根絶への取組の強化 

・コンプライアンス委員会を月１回は開催して職

場環境や教職員の勤務状況を把握し適切に対応 

・コンプライアンス通信を配布し注意喚起 

・若手教職員の悩みを聞けるメンターの設置 

管理職
コンプラ

イアンス

委員会 

・コロナウイルス感染症対策を

行い、安全な生活環境を維持 

・各教室への消毒設置 100％ 

・マスク着用 100％ 

保健課 

・適正な服務･事務処理 

・学校経営予算の効率的な執行 

・施設設備の適正な維持管理、

適切な安全対策の実施 

・監査等における指摘事項を０件 

・光熱水費の前年比増 10％以内（空調稼働分の

節約） 

・学校運営に係る予算について前年比 10％節約 

・施設設備安全点検月１回以上 

 

 

事務部 

ク 

教職員の多

忙化解消に

向け、「業務

改善」に取

り組む。 

・ワーク･ライフ・バランスの推

進 

・業務の精選 

・勤務時間の短縮を推進 

・ストレスチェックの結果が県平均より良好 

・職員会議は協議事項の意見交換を主として、

連絡事項は分かりやすい資料の配布で簡略化 

・業務のデータを活用した効率的な業務の実

施、次の担当者のために業務のマニュアル化 

・定期テスト監督の平準化 

 

 

管理職 

 

 


